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主 ★花嫁行列、サロン忘年会 他 ･･Ｐ１ 
な ★工事の進捗状況と今後の予定のお知らせ… Ｐ２ 

記 ★工事の進捗状況と今後の予定のお知らせ… Ｐ３ 

事 ★布田の歴史（首藤福丸さんへのインタビュー）･Ｐ４ 

新春のおよろこびを申し上げます。 
良き新年をお迎えのことと存じます。 

皆さんのご健康とご多幸を心よりお祈りいたします。 

12 月 2日(日)に春の山

焼きに向けた防火線切

が、赤松防火帯、及び

呂久呂防火帯で行わ

れました。 

当日はなんとか天候も

持ち、総出で新しい春

に向けた準備を行うこ

とが出来ました。 

防火帯を設置しました 

12 月 15 日布田サロンの忘年会が開かれまし

た。当日は約20名の方が参加されました。 

皆さん、軽い体操のあと、歌を歌ったり、お世

話役有志の方々による華麗な踊りに見とれた

りして、楽しいひと時を過ごされました。 

また泗水町の湯田マロンさんの健康と家族の

あり方など、ユーモアを交えた講話に、皆さ

ん、時折相づちを打ちながら、熱心に聞いて

おられました。 

最後に弁当や手作りのトン汁、金時豆などの

美味しい食事をとりながら、今年最後のサロ

ンはお開きになりました。 

サロンお世話役の皆さんは、利用者の皆さん

との出逢いや触れ合いを大切に、皆さんに楽

しんでもらうため、工夫しながら頑張っていら

っしゃいます。 

1 月初旬 初寄り 

平
成
最
後
の
年
末
年
始
を
ど
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過
ご
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
今
年
、現
在
の
皇
太

子
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仁
親
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５
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１
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即
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ま
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す
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４
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教
科
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で
学
ん
だ
明
治
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代
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大
正
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代
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昭
和
生
ま
れ
の
私
に
と
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史
の
一
部
に
な
っ
て
い
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ま
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こ
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ら
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集
部

これまで、布田について情報

を集める中で、皆さんから「歴

史や史跡については首藤福丸

さんが最も詳しい」と話しを聞

いてきました。実際、福丸さん

は震災前の「布和里」の中で、

歴史関連記事の時代考証他を

長年担当されていました。 

そこで、１２月１９日、福丸さんか

ら、西原村合併以前の「山西村

史」を基に布田の歴史につい

てお話を聞く機会に恵まれま

した。 

※当日の様子は、ビデオカメラで収

録させていただきました。 

4 月初旬 花見&球技大会 

昨年の布田内で行われた行事・イベ

ントを振り返ってみたいと思います。 

震災前に比べると、当時行われてい

たイベント・行事が縮小されたり、実施

されなかったりしていますが、今年は

昨年以上に活気ある布田にしたいで

すね。 

昨年９月末から行われていた、布田の皆さんの震災から今までの歩みをまとめ

た記録集に関わる聞き取りが終わりました。今回、総勢５０世帯以上の皆さんから

お話を聞くことが出来ました。改めて、地震・震災・避難・復興・復旧の言葉ではひ

とまとめに出来ない、各世帯で様々なドラマがあったことを感じています。 

現在、聞き取りに携わった㈱地域計画連合の岡林さんがいただいた話をまとめ

る作業に取り掛かっています。お話しいただいた全文と編集した記録集に掲載

する予定の文を、お話いただいた住民の方に随時郵送他で送る予定です。届き

次第、チェックをしていただいて、岡林さんに返信していただければと思います。 

12月 1日、北向組の吉岡憲顕さんの孫、吉

岡政邦と千代美さんの娘、亜紗美さんの

結婚披露宴が行われました。 

現在、亜紗美さんは東京に住んでいらっし

ゃいますが、離れて暮らしている親のあり

がたさ、故郷への懐かしさを想い、たって

の希望で花嫁行列が実現しました。最初

その提案を聞いたご両親も、亜紗美さん

のご主人もびっくりされたようですが、想

いを聞いて快諾されたそうです。 

今どき珍しい光景ですが、家族や親戚、友

人、近所の方々に見守られながら、自宅か

ら披露宴会場の「山一」まで歩かれまし

た。末永くお幸せに♡ 
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1 月初旬 どんどや 

6 月１日 宮参り 

8 月盆前 道区役 

9 月中旬 道区役 

9 月下旬 龍王相撲大会 

10 月中旬  

いきいきサロン運動会 

8 月 16 日 先祖祭り 

11 月 23 日 八王社秋の

例大祭、八王社鬼神殿 

12月2日 区役防火線切 

11 月 4 日  

復興秋まつり＆敬老会 

5 月初旬 道区役 

福丸さんに布田の歴史について聞きました。 

震災からこれまでの記録集の進捗状況 

お話しいただいた内容の一部は以下のとおりです。 

 鳴滝辺りは以前「火ノ口」と言われていた。白い煙が立ち上る場所だったらしい。

 鳴滝は人工の滝!!滝の上に隧道が掘られていたが、隧道の先に大きな岩があった

ために、水を今の滝に落とし、滝の下に井手を築いた。肥後国誌に鳴滝は載って

いないので、人工の滝の可能性がある。

 鳴滝は、大雨が降った時、鳴滝の滝壺が鳴っていたところに由来する。この音が

鳴ったら、川で遊んでいた人たちは避難していた。

 鳴滝の下で黒曜石を見つけることが出来た。

 明治期、八尾
やつのう

神社は宗像神社の系統である龍王社に合祀された。八尾神社では

「八大龍王(仏教)」を祀っていたので、１０数年前に宗像大社から確認を受けた。

 戦時中、豊後水道から熊本市に空襲に向かう米軍機の飛行ルートだった。俵山で

旋回した米軍機が高森線(鉄道)を機銃射撃した。
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工事の進捗状況と今後の予定のお知らせ 

●用地測量 【準備完了、測量中】

・道路を拡幅する箇所や移転用宅地について、用地を分筆

し買収するため、測量を行います。 

・

す。 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

用地測量 資料収集 

●滑動崩落対策工【工事発注中】

・地震の揺れにより滑り崩れた宅地について、地盤にセメ

ントを混ぜて固めるなどの対策を行い、地震に強い宅

地にします。 

・上布田地区は 12 月 26 日に入札予定、下布田地区は

1 月 15 日に入札予定で、順次工事が始まります。 

●移転用宅地造成 【工事発注中】

・1 月 15 日に入札予定で、順次工事が始まります。 

●道路工 【詳細設計中】

・現在設計を進めており、その後工事発注の手続きを行い、工

事発注となります。 

・工事中は一部の区間で通行止めが想定されるため、みなさま

の住宅や土地への出入りに支障がないよう迂回路の確保や

施工手順を検討します。 

  10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

工事 工事発注 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

工事 工事発注 

●擁壁工、補強工【工事発注中】

・地震の揺れにより滑り崩れた宅地について、その対策を

行い、擁壁を復旧します。 

・上布田地区は 12 月 26 日に入札予定、下布田地区は

1 月 15 日に入札予定で、順次工事が始まります。 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

工事 工事発注 

移転用宅地 

布田集落は上布田、下布田の２つに分けて工事を発注します。上布田地区は１２月２６日に入札

予定、下布田地区は１月１５日に入札予定で、工事が始まります。 

工事や用地測量に際し、みなさまにご相談や立会をお願いする場合がございます。 

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

地域防災がけ崩れ防止事業により復旧する

擁壁について、工事が完了しています。 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

工事 設計 

上布田地区（北西側）については、道路の幅員

を見直し、道路と擁壁の設計を進めています 
拡充事業により復旧する擁壁について、

発注準備を進めています。 

県道沿いの擁壁については、

県との協議を進めています。 
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